
VLP取組概要 活動・取り組み内容
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●渋谷区

【通年】
◆オンライン部活取組継続
・週1回夕方の時間に設定し、あそ部、ビブリオバトル部、ぽじ
てぃ部、俳句部など、定期的な集まりを企画

◆けやき教室帰りの会を配信
・帰りの会を毎日VLPで配信。けやき教室に関心をもつ機会
としし、リアルな場での支援につながる一歩とした。

◆けやき教室イベントを配信
・各種連携機関が実施する出前授業を、VLPで配信

【前期】
◆心理士による全員面談
・相談指導教室（けやき教室）の全員面談をVLPで実施

【後期】
◆3月 東大先端研イベント
みかんプログラム
プログラム参加のため、11名にアカウント配布

活動・取組み内容活用方針

VLP活用のねらい
不登校児童・生徒にとって、安心して利用できるオンラ
インの居場所

子供同士の偶発的なコミュニケーションの場、誰とも会
わない生活から社会への第一歩、外に出られないけれ
ども誰かに相談できる場

対象生徒・児童
 相談指導教室に通室している児童・生徒
 不登校で各校から希望及び推薦する児童・生徒
 渋谷区の不登校プログラムに参加した児童・生徒
運営時間
平日８時〜１８時
（けやき教室相談員配置は10時〜15時）

活用方法
心理士への相談
 ドリル学習及びけやき教室指導員への質問
けやき教室のライブ配信 ミニレクリエーション
毎週のオンライン部活
東大先端研によるイベント（不定期）
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成果/好影響・次年度以降の方針・利用者の声
●渋谷区

児童・
生徒

・「リアルではすごくシャイ。バーチャルけやきだと
チャットでたくさん話せる」アバターを使うことで、
とリアルよりも話しやすいという感想があった。

・VLPの場を気に入り、「支援員になりたい」
「心理士になりたい」と親愛の気持ちを表現す
る児童がいた。

教職員や
保護者等

成果/好影響

次年度以降の方針

利用者の声

• 「いろいろな思いをもっている子だが、普段な
かなか対面では表出ができなかった。VLPで
はチャットの手段が本人に合っていて、たくさ
ん話ができていた。こういう場を提供してもら
えてありがたかった。」（保護者）

• VLPを契機に、「VLPの中の人に会いたい」
という子どもの言葉から、教育センター来所
に繋がったケースが3件あった。うち1件は教育
相談のケースとして、月１回の定期的な母
子来所に繋がった。（心理士）

コミュニケーションの機会の増加
VLP上でのコミュニケーションを通して、リアルのけやき教室に興味
をもち入室に至った児童や教育センターに来所した児童がいた。

家から一歩も出られない状況でも、バーチャル上でのコミュニケー
ションを通して、他者とのつながりを保つことができた。保護者の安
心感にも繋がった。

不登校支援策の幅の広がり
何にも繋がっていない不登校児童・生徒への１つの支援として提
示がしやすい。ただし、学校がVLP任せにならないよう、校内委員
会での情報共有やアセスメントはしっかり行い、学校にもVLPの様
子を知らせるために各校にアカウントを配付している。

定期イベントを行い、継続的な利用を促す
けやき教室発信のレクリエーションや体験学習の配信、東大先端
研と連携したプログラムの発信を行い、継続的な利用を促す。

イベントがバーチャル空間に終始するのではなく、リアルな世界と繋
がれるようなプログラムを組んでいく。

学校の不登校対応の見直しと啓発
一人一人のアセスメントをしっかり行い、個に応じた支援を不登校児
童・生徒に対して行う必要がある。VLPは不登校対策のうちの１つとし
て、けやき教室や学校復帰のステップとして提示し、有効に活用する。



●渋谷区 けやき教室との連携（けやき教室リーフレットより）



●渋谷区 バーチャルけやきリーフレット



●渋谷区 バーチャルけやきリーフレット



●渋谷区 けやき教室ライブ配信

・毎日15時からけやき教室帰りの会の様子を配信
・ハチラボ理科実験教室出前授業を配信
・※VLPのイベント時には、けやき教室でVLPライブ視聴をすることも・・
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●渋谷区 VLPを利用したイベント（東大先端研との連携）

君の家に届くのは、種類の違うみかんが入った3つの箱と説
明書、そして糖度計。当日は、箱を開けるところからスター
ト。 みかんを食べて、説明書を読んで、糖度計ではかる。
そして、どのみかんがどの種類かを考えてみよう。
見た目は似ているけれど、それぞれ少しずつ、何かが違うは
ずだ。
このみかんは日本のどこで育ったのだろう︖
どうしてこの名前がついたのだろう︖
みかんを食べながら、調べながら、
想像してみること自体が、もう学び。



●渋谷区 週1回のオンライン部活

・毎月の予定を共有エリアに掲示
・今週行う部活をオンライン部活
エリアに掲示
・毎週１回、夕方に実施
・好きな時に来てよい
・準備があまりいらず、コミュニケー
ションが中心のもの
・大人と子供が一緒に活動


